
若
い
世
代
の

間
で
は
近
年
、

「
コ
ス
パ
」
や

「
タ
イ
パ
」
と

い
っ
た
言
葉
が

当
た
り
前
の
よ

う
に
使
わ
れ
て
い
る
。
費
用
や

時
間
に
見
合
う
価
値
を
重
視
す

る
感
覚
は
、
合
理
的
で
時
代
に

即
し
た
も
の
だ
ろ
う
▼
五
十
歳

代
も
半
ば
を
過
ぎ
た
自
分
は
、

以
前
の
よ
う
に
あ
ら
ゆ
る
誘
い

に
応
じ
る
こ
と
に
、
少
し
距
離

を
置
く
よ
う
に
な
っ
た
。
日
々

診
療
に
向
き
合
う
中
で
、
限
ら

れ
た
時
間
と
体
力
を
ど
う
使
う

か
を
以
前
よ
り
意
識
す
る
よ
う

に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
▼

特
に
飲
み
会
で
は
、
支
払
う
人

と
そ
う
で
な
い
人
が
固
定
化
し

た
集
ま
り
や
、
誰
か
の
負
担
に

甘
え
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
場

に
次
第
に
違
和
感
を
覚
え
る
よ

う
に
な
っ
た
。
反
対
に
、
学
生

時
代
の
仲
間
や
趣
味
の
つ
な
が

り
、
仕
事
関
係
で
あ
っ
て
も
割

り
勘
で
集
ま
れ
る
場
に
は
、
立

場
や
損
得
を
離
れ
た
対
等
さ
が

あ
り
、
今
で
も
不
思
議
と
充
実

感
が
高
い
▼
時
間
や
効
率
の
良

し
悪
し
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の

場
に
身
を
置
く
意
味
を
考
え
無

理
に
参
加
す
る
よ
り
も
心
か
ら

納
得
で
き
る
時
間
を
選
ぶ
。
そ

の
感
覚
は
診
療
と
同
じ
く
「
量

よ
り
質
」
を
大
切
に
し
た
い
と

い
う
、
今
の
自
分
な
り
の
成
熟

な
の
か
も
し
れ
な
い
。   （
Ｓ
）

News　View

２０２６年度診療報酬改定
主なポイント

３

２０２６年３月
歯科用貴金属の随時改定情報

４

経営・税務相談Ｑ＆Ａ
新規採用に向けての２つの注意点
－労働条件通知書の準備、無料求人広告勧誘－

５

居宅への歯科訪問診療に関するアンケート
訪問診療しない原因浮き彫り
訪問車両の駐車問題も浮上

８

新点数説明会新点数説明会２０２６２０２６年度年度
診療報酬改定診療報酬改定

第第１１回＜要点の解説＞＠文京シビック大ホ回＜要点の解説＞＠文京シビック大ホールール

４４月月1010日日（金）（金）1818：：3030～～2121：：0000

第第２２回＜保険請求時の留意点＞＠なかのZERO大ホ回＜保険請求時の留意点＞＠なかのZERO大ホールール

５５月月2121日（木）日（木）1818：：3030～～2121：：0000

第第３３回＜在宅医療＞＠なかのZERO大ホ回＜在宅医療＞＠なかのZERO大ホールール

５５月月2727日（水）日（水）1818：：3030～～2121：：0000

詳細は詳細は９９面 （折込チラシ） へ面 （折込チラシ） へ

こ
れ
ま
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
と
の
併
用

を
条
件
に
認
め
ら
れ
て
い
た
健

康
保
険
証
に
よ
る
資
格
確
認
の

経
過
措
置
が
、
３
月
末
で
終
了

す
る
（
２
月
25
日
現
在
）。
４

月
以
降
は
、
健
康
保
険
証
が
窓

口
で
使
用
で
き
な
く
な
る
た

め
、
厚
生
労
働
省
は
「
マ
イ
ナ

保
険
証
」、
ま
た
は
マ
イ
ナ
保

険
証
が
な
い
患
者
に
発
行
さ
れ

る
「
資
格
確
認
書
」
で
確
認
す

る
こ
と
を
周
知
。
さ
ら
に
、
マ

イ
ナ
保
険
証
で
資
格
確
認
で
き

な
い
場
合
の
窓
口
対
応
を
整
理

し
た
が
（
表
）、
現
場
で
の
運

用
に
は
依
然
と
し
て
不
安
が
残

る
。

◆
「
情
報
な
し
」
な
ど

　
ト
ラ
ブ
ル
へ
の
備
え
を

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
率

は
、
厚
労
省
は
２
０
２
５
年
12

月
時
点
で
63
・
24
％
と
し
て
い

る
が
、
利
用
が
増
え
る
ほ
ど
マ

イ
ナ
保
険
証
特
有
の
ト
ラ
ブ
ル

増
加
へ
の
懸
念
も
高
ま
る
。

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会

（
保
団
連
）の
調
査
で
は
、
マ
イ

ナ
保
険
証
の
受
付
時
に「
資
格

情
報
が
無
効
」「
有
効
期
限
切
れ
」

と
い
う
エ
ラ
ー
表
示
が
頻
発
し

て
い
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

厚
労
省
は
、
エ
ラ
ー
表
示

さ
れ
た
場
合
は
、
マ
イ
ナ
保
険

証
に
加
え
て
「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
画
面
」
や
「
資
格
情
報
の
お

知
ら
せ
」
を
提
示
し
て
も
ら
い

資
格
確
認
を
す
る
よ
う
求
め
て

い
る
が
、
現
場
で
は
７
割
が
従

来
の
健
康
保
険
証
で
確
認
し
て

い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。
４
月

以
降
は
、
使
い
慣
れ
た
従
来
の

方
法
が
使
え
な
く
な
る
。

◆
厄
介
な
「
資
格
申
立
書
」

エ
ラ
ー
表
示
が
出
た
も
の

の
、「
資
格
情
報
の
お
知
ら

せ
」
な
ど
が
な
い
初
診
の
患
者

の
場
合
、「
被
保
険
者
資
格
申

立
書
」
を
記
入
し
て
も
ら
う
こ

と
に
な
る
。

し
か
し
、
記
入
す
れ
ば
解
決

す
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
後

に
患
者
は
正
し
い
資
格
情
報
の

提
供
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
情
報
が
得
ら
れ
な
い
場

合
は
医
療
機
関
が
患
者
に
連
絡

し
、
そ
れ
で
も
資
格
確
認
で
き

な
い
場
合
は「
不
詳
レ
セ
プ
ト
」

を
作
成
す
る
。
事
前
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
な
手
続
き

で
あ
り
、
詳
細
は
協
会
作
成
の

「
こ
れ
か
ら
の
窓
口
対
応
き
ほ

ん
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
で
確
認
い

た
だ
き
た
い
（
Ｑ
Ｒ
参
照
）。

◆
タ
イ
ム
ラ
グ
解
消
ま
で

　
暫
定
措
置
の
延
長
を

こ
れ
ら
の
マ
イ
ナ
保
険
証

ト
ラ
ブ
ル
の
根
本
原
因
は
、
資

格
情
報
が
シ
ス
テ
ム
に
反
映
さ

れ
る
ま
で
の
タ
イ
ム
ラ
グ
に
あ

る
。
こ
の
問
題
が
解
決
し
て
い

な
い
以
上
、
マ
イ
ナ
保
険
証
へ

の
移
行
は
時
期
尚
早
で
あ

る
。
厚
労
省
は
、
タ
イ
ム
ラ
グ

問
題
を
早
期
に
解
消
す
る
と
と

も
に
、
そ
れ
ま
で
の
間
は
暫
定

措
置
を
延
長
し
、
４
月
以
降
も

健
康
保
険
証
で
の
資
格
確
認
を

認
め
る
べ
き
で
あ
る
。

協
会
は
引
き
続
き
、
現
場

の
問
題
点
を
把
握
し
、
行
政
に

改
善
を
求
め
て
い
く
。

２
月
13
日
に
中
央
社
会
保

険
医
療
協
議
会
総
会
が
開
催
さ

れ
、
２
０
２
６
年
度
診
療
報
酬

改
定
の
答
申
が
出
さ
れ
た
。

歯
科
診
療
報
酬
に
お
い
て

は
、
医
療
機
関
の
物
件
費
負
担

の
増
加
を
踏
ま
え
た
歯
科
初
・

再
診
料
等
の
引
き
上
げ
、
歯
科

外
来
物
価
対
応
料
や
歯
科
技
工

所
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
が
新

設
さ
れ
た
。
ま
た
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／

Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
・
イ
ン
レ
ー
の
大
臼

歯
ま
で
の
適
用
拡
大
と
咬
合
支

持
の
有
無
な
ど
の
要
件
廃

止
、
小
児
口
腔
機
能
管
理
料
お

よ
び
口
腔
機
能
管
理
料
の
算
定

要
件
や
対
象
患
者
の
拡
大
、
麻

酔
薬
剤
料
の
算
定
対
象
の
拡

大
、
歯
科
用
合
着
・
接
着
材
料

の
区
分
変
更
な
ど
の
改
善
が
さ

れ
た
。
そ
の
他
、
Ni
―
Ti
ロ
ー

タ
リ
ー
フ
ァ
イ
ル
に
よ
る
加
算

要
件
緩
和
、
接
着
補
強
芯
な
ど

が
医
療
技
術
評
価
と
し
て
保
険

導
入
さ
れ
る
な
ど
、
協
会
が
改

善
を
要
望
し
て
い
た
不
合
理
な

事
項
が
是
正
さ
れ
た
こ
と

は
、
現
場
の
実
態
を
把
握
し
、

歯
科
診
療
報
酬
を
改
善
し
よ
う

と
す
る
意
図
が
感
じ
ら
れ
る
改

定
内
容
で
あ
っ
た
と
評
価
で
き

る
。

し
か
し
、
２
０
２
５
年
12

月
24
日
に
大
臣
折
衝
を
経
て
決

定
さ
れ
た
、
２
０
２
６
年
度
診

療
報
酬
の
本
体
の
改
定
率
は
３

・
09
％
の
引
き
上
げ
と
さ
れ
た

も
の
の
、
改
定
率
の
半
分
以
上

の
１
・
70
％
が
賃
上
げ
対
応
分

を
占
め
、
さ
ら
に
物
価
高
騰
分

と
し
て
１
・
29
％
が
割
り
当
て

ら
れ
て
お
り
、
歯
科
の
診
療
報

酬
の
引
き
上
げ
は
わ
ず
か
０
・

31
％
に
過
ぎ
な
い
。し
か
も
、

歯
科
の
物
価
対
応
分
は
０
・
03

％
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
、

歯
科
診
療
報
酬
本
体
の
初
・
再

診
料
や
医
学
管
理
、
処
置
、
手

術
、
歯
冠
修
復
・
欠
損
補
綴
な

ど
の
引
き
上
げ
に
十
分
な
点
数

が
配
分
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。

歯
科
診
療
報
酬
本
体
に
点

数
が
配
分
さ
れ
な
け
れ
ば
、
歯

科
医
院
経
営
の
改
善
に
は
つ
な

が
ら
な
い
。
協
会
は
引
き
続

き
、
診
療
報
酬
改
定
に
よ
る
算

定
要
件
の
緩
和
、
不
合
理
是
正

を
求
め
て
い
く
と
と
も
に
、
医

療
界
の
一
致
し
た
要
求
で
あ
る

歯
科
診
療
報
酬
10
％
以
上
の
引

き
上
げ
を
求
め
て
い
く
。

２
０
２
６
年
２
月
20
日

東
京
歯
科
保
険
医
協
会
理
事
会

①マイナ保険証＋マイナポータルの資格情報画面を提示＊
②マイナ保険証＋資格情報のお知らせを提示＊
　　↓上記①または②での資格確認できない場合
【初診時】　「被保険者資格申立書」を記入
【再診時】　以前確認した資格情報（旧資格）で請求
＊スマホ搭載のマイナ保険証利用者の場合、①、②に加えてマイナポー　
　タルの資格情報画面を提示

表　資格確認書がないマイナ保険証を有する患者で資格確認できない場合の対応

６
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ

る
次
期
診
療
報
酬
改
定
の
答
申

が
、
２
月
13
日
の
中
央
社
会
保

険
医
療
協
議
会
（
中
医
協
）
で

示
さ
れ
た
。
改
定
率
は
大
臣
折

衝
で
示
さ
れ
た
通
り
、
賃
上
げ

お
よ
び
物
価
対
応
に
対
し
て
評

価
が
行
わ
れ
た
。
一
方
で
歯
科

固
有
の
項
目
に
関
し
て
は
、
既

存
点
数
の
引
き
上
げ
、
新
た
な

項
目
の
設
定
、
要
件
の
見
直
し

も
大
幅
に
進
め
ら
れ
た
。
協
会

理
事
会
で
は
答
申
を
受
け
、
理

事
会
声
明
「
診
療
報
酬
改
定
率

診
療
報
酬
改
定
率

３３
・・
0909
は
見
せ
か
け
の
財
源

は
見
せ
か
け
の
財
源 

歯
科
診
療
現
場
を
改
善
す
る
た

歯
科
診
療
現
場
を
改
善
す
る
た

め
の
改
定
に
は
程
遠
い

め
の
改
定
に
は
程
遠
い
」
を
発

表
し
た
。（
改
定
の
主
な
ポ
イ

ン
ト
＝
２
・
３
面
）

◆
歯
科
の
改
定
率
は
０
・
31
％

２
０
２
５
年
12
月
に
発
表

さ
れ
た
改
定
率
は
、
全
体
で
は

プ
ラ
ス
３
・
09
％
で
あ
っ
た

が
、
歯
科
の
改
定
率
は
プ
ラ
ス

０
・
31
％
で
あ
り
、
点
数
の
配

分
が
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
懸

念
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し

答
申
で
は
、
歯
科
に
関
連
す
る

も
の
だ
け
で
も
少
な
く
と
も
70

以
上
に
お
よ
ぶ
項
目
が
示
さ

れ
、
大
幅
な
改
定
が
行
わ
れ
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。

◆
高
齢
者
対
応
・
Ｄ
Ｘ
対
応
・

　
脱
金
パ
ラ
な
ど
が
進
ん
だ

25
年
に
は「
団
塊
の
世
代
」

が
全
員
75
歳
以
上
と
な
り
、
今

後
一
層
高
齢
者
へ
の
対
応
が
求

め
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
状
況
の

中
で
口
腔
機
能
管
理
の
点
数
が

引
き
上
げ
ら
れ
、
歯
科
口
腔
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
の
評
価

が
見
直
さ
れ
た
。
高
齢
者
は
有

病
率
が
高
ま
る
た
め
、
医
科
と

の
連
携
、
特
に
糖
尿
病
を
中
心

と
し
た
連
携
が
進
む
よ
う
評
価

が
さ
れ
た
。

歯
科
医
療
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ

も
進
ん
だ
。
期
中
収
載
さ
れ
た

３
次
元
プ
リ
ン
ト
有
床
義
歯
の

評
価
が
明
確
化
さ
れ
、
光
学
印

象
、
非
金
属
歯
冠
修
復
の
評
価

が
引
き
上
げ
ら
れ
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／

Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
お
よ
び
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ

Ａ
Ｍ
イ
ン
レ
ー
の
適
用
拡
大
と

評
価
が
進
ん
だ
（
４
面
に
続

く
）。

改
定
項
目
が
多
岐
に
わ
た
る
も

  

問
題
点
は
依
然
解
決
せ
ず

４月からの資格確認
マイナ保険証・資格確認書で

どう対応したら良い？

マイナ保険証トラブル

大幅な見直し大幅な見直し
２０２６年度 歯科診療報酬改定

これからの窓口対応
きほんのマニュアル

診
療
報
酬
改
定
率
３
・

診
療
報
酬
改
定
率
３
・
0909
は
見
せ
か
け
の
財
源

は
見
せ
か
け
の
財
源

　
　
歯
科
診
療
現
場
を

　
　
歯
科
診
療
現
場
を

　
　
　
　
　
改
善
す
る
た
め
の
改
定
に
は
程
遠
い

　
　
　
　
　
改
善
す
る
た
め
の
改
定
に
は
程
遠
い

理
事
会
声
明

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス

テ
ム
の
導
入
義
務
化
を
め
ぐ
る

訴
訟
の
控
訴
審
第
２
回
口
頭
弁

論
が
２
月
25
日
、
東
京
高
等
裁

判
所
で
開
か
れ
、
原
告
団
約
15

名
が
集
ま
り
、
約
50
名
が
傍
聴

し
た
。
裁
判
所
は
次
回
期
日
で

弁
論
を
終
結
す
る
と
示
し
、
控

訴
審
は
最
終
段
階
に
入
っ
た
。

原
告
側
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
未

だ
に
続
い
て
お
り
、
医
療
機
関

が
混
乱
し
て
い
る
こ
と
を
改
め

て
訴
え
た
。
詳
細
は
本
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（１） 第６７２号 ２０２６年（令和８年）３月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （昭和55年８月５日第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918

発 行 所
東京歯科保険医協会

〒169-0075
　東京都新宿区高田馬場1-29-8
 いちご高田馬場ビル6階　
電　話　03（3205）2999
振替口座　00180-0-118231
購 読 料　年 6,000円

（会 員 の 購 読 料 は 会
費 に 含 ま れ て い ま す）



（ 3） （ 2）第６７２号 第６７２号２０２６年（令和８年）３月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （毎月１回１日発行）（第三種郵便物認可） ２０２６年（令和８年）３月１日 （第三種郵便物認可）

ホームページアドレス e-mailhttps:／／www.tokyo-sk.com／ info@tokyo-sk.com保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918

２０２６年度診療報酬改定 主なポイント

初・再 診 料 の 引 上 げ
歯初診の届出を要件とする歯科初診料、歯科再診料がそれぞれ5点、1点引き
上げられた。

改 定 前 改 定 後

【初診料】
１　歯科初診料　267点

【再診料】
１　歯科再診料　  58点

➡
【初診料】
１　歯科初診料　272点

【再診料】
１　歯科再診料　  59点

歯 科 外 来 物 価 対 応 料 の 新 設
物価上昇に段階的に対応するため、基本診療料の算定に併せて算定する、物
価対応料が新設された。また、2027年にも点数の引上げが行われる。※
［　］は2027年６月からの点数。

改 定 前 改 定 後

（新設）
➡

【歯科外来物価対応料】
初診時　3点　［6点］
再診時　1点　［2点］

歯 科 外 来・在 宅 ベ ー ス ア ッ プ 評 価 料 の 引 き 上 げ
賃上げに向けた評価の見直しとして、継続的に賃上げを実施している保険医
療機関とそれ以外の保険医療機関で異なる評価が行われた。また、2027年に
も点数の引上げが行われる。対象者は「主として歯科医療に従事する職員
（医師及び歯科医師を除く）」から「当該保険医療機関に勤務する職員」に
変更された。※［　］は2027年６月からの点数。

改 定 前 改 定 後

【歯科外来・在宅ベースアップ評価料】
初診時　10点

再診時　2点

歯科訪問診療時
　イ　41点

　ロ　10点

➡

【歯科外来・在宅ベースアップ評価料】
初診時　21点　［42点］

（継続）　31点　［52点］
再診時　  4点　 ［8点］

（継続）　  6点   ［10点］
歯科訪問診療時
　イ　　66点  ［132点］

（継続）107点　［173点］
　ロ　  11点　  ［22点］

（継続）  21点 　 ［32点］

歯 科 技 工 所 ベ ー ス ア ッ プ 支 援 料（ １ 装 置 に つ き ）の 新 設
歯科技工所の歯科技工士の確実な賃上げを図る観点から新設された。また、
2027年にも点数の引上げが行われる。※［　］は2027年６月からの点数。

改 定 前 改 定 後

（新設）

［施設基準］
（新設）

➡

【歯科技工所ベースアップ支援料】
（１装置につき） 15点　　［30点］
［施設基準］
（１）歯科技工士が所属する歯科技
工所に補綴物等の製作等の委託を
行っている保険医療機関であるこ
と。

（２）歯科技工所に勤務する歯科技
工士の賃金の改善について十分に
支援していること。

歯 科 疾 患 管 理 料 の 引 き 下 げ
歯科疾患管理料の所定点数が100点から90点に引き下げられた。初診月は80
点から90点に引き上げられたが、再診月は100点から90点に引き下げられた
た。

改 定 前 改 定 後

【歯科疾患管理料】　100点
［算定要件］
注１　１回目の歯科疾患管理料は、歯
科疾患の管理が必要な患者に対し、
当該患者又はその家族等（以下この
部において「患者等」という。）の同意
を得て管理計画を作成し、その内容
について説明を行った場合に算定す
る。なお、初診日の属する月に算定す
る場合は、所定点数の100分の80に相
当する点数により算定する。

➡

【歯科疾患管理料】　90点
［算定要件］
注１　１回目の歯科疾患管理料は、
歯科疾患の管理が必要な患者に対
し、当該患者又はその家族等（以下
この部において「患者等」という。）の
同意を得て管理計画を作成し、その
内容について説明を行った場合に
算定する。

小 児 口 腔 機 能 管 理 料 の 再 編
小児口腔機能管理料（小機能）が、口腔機能の評価項目において３項目以上
に該当する者を対象とする小機能１（90点）、２項目に該当する者を対象と
する小機能２（50点）に再編された。

改 定 前 改 定 後

【小児口腔機能管理料】　60点
（新設）
（新設）

【小児口腔機能管理料】
１　小児口腔機能管理料１　90点
２　小児口腔機能管理料２　50点

［算定要件］
（新設）

（新設）
➡

［算定要件］
２　１については、口腔機能の評価
項目において３項目以上に該当する
者に対して、注１に規定する管理を
する場合に当該管理料を算定する。
３　２については、口腔機能の評価
項目において２項目に該当する者に
対して、注１に規定する管理をする
場合に当該管理料を算定する。

口 腔 機 能 管 理 料 の 再 編

口腔機能管理料が１と２に再編され、口腔粘膜湿潤度検査が検査の対象に加
えられた。舌圧検査と同様に口腔細菌定量検査、咀嚼能力検査、咬合圧検査
の施設基準はなくなった。

改 定 前 改 定 後

【口腔機能管理料】　60点
（新設）
（新設）
［算定要件］
（新設）

（新設）

➡

【口腔機能管理料】
１　口腔機能管理料１　90点
２　口腔機能管理料２　50点

［算定要件］
２　１については、Ｄ００２－６に掲
げる口腔細菌定量検査（２に限
る。）、Ｄ０１１－２に掲げる咀嚼能力
検査（１に限る。）、Ｄ０１１－３に掲げ
る咬合圧検査（１に限る。）、Ｄ０１１
－５に掲げる口腔粘膜湿潤度検査
又はＤ０１２に掲げる舌圧検査のい
ずれかを実施した口腔機能低下症
の患者に対して注１に規定する管理
をする場合に当該管理料を算定す
る。
３　２については、口腔機能低下症
の患者（注２に規定する患者を除
く。)に対して注１に規定する管理を
する場合に当該管理料を算定する。

口 機 能 １（ 9 0 点 ） 口 機 能 ２（ 5 0 点 ）

対 象 者

①口腔細菌定量検査（130点）
②咀嚼能力検査（140点）
③咬合圧検査（130点）
④口腔粘膜湿潤度検査（130点）
⑤舌圧検査（140点）
のいずれかを実施し評価項目３項目
以上に該当する口腔機能低下症の患
者

①～⑤以外の検査項目で評価
項目３項目以上に該当する口
腔機能低下症の患者

口 腔 機 能 実 地 指 導 料 の 新 設

歯科衛生士による口腔機能に関する実地指導を行った場合の評価として、歯
科衛生実地指導料の口腔機能指導加算（12点）から口腔機能実地指導料（46
点）に変更され、独立した点数となった。研修を受講した歯科衛生士が口腔
機能に係る指導を行い、文書提供した場合に月１回に限り算定できる。

改 定 前 改 定 後

（新設）

➡

【口腔機能実地指導料】　46点
［算定要件］
注　別に厚生労働大臣が定める施
設基準に適合するものとして地方
厚生局長等に届け出た保険医療機
関であって、口腔機能の発達不全を
有する患者又は口腔機能の低下を
来している患者に対して、口腔機能
発達不全症及び口腔機能低下症の
実地指導に係る研修を受講した歯
科衛生士が、主治の歯科医師の指
示を受けて口腔機能に係る指導を
行い、かつ、当該指導内容に係る情
報を文書により提供した場合に、月
１回に限り算定する。

［施設基準］ 
（１）口腔機能の指導等に係る適切
な研修を受けた歯科衛生士が１名
以上配置されていること。 

（２）歯科衛生士が口腔機能の指導
を行うための設備及び体制を有し
ていること。

新 製 有 床 義 歯 管 理 料 の 評 価 体 系 の 見 直 し

装置ごとに管理ができるよう、算定単位を１口腔単位から１装置単位に見直
された。有床義歯の取扱いについて必要な説明を行い、文書提供した場合に
算定する。歯科口腔リハビリテーション料１（１）との併算定ができる。

改 定 前 改 定 後

【新製有床義歯管理料】（１口腔につき）
１　２以外の場合　190点
２　困難な場合　   230点

➡
【新製有床義歯管理料】（１装置につき）
１　局部義歯の場合　140点
２　総義歯の場合　　140点

歯 科 口 腔 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 料 １ の 見 直 し

義歯の調整または指導を行った場合に算定できる。新製有床義歯管理料との
併算定が可能となった。

改 定 前 改 定 後

【歯科口腔リハビリテーション料１】
１　有床義歯の場合
　イ　ロ以外の場合　104点
　ロ　困難な場合　　124点
２　舌接触補助床の場合　194点
　（新設）

➡

【歯科口腔リハビリテーション料１】
１　有床義歯の場合　114点

（削除）
（削除）
２　舌接触補助床の場合　194点
３　小児保隙装置の場合　180点

歯 周 病 患 者 画 像 活 用 指 導 料 の 評 価

口腔内写真の枚数に応じた評価ではなく、歯周病患者に対する画像活用によ
る指導の評価に見直された。口腔内画像に加えて、位相差顕微鏡により描写
された画像を用いて指導を行った場合の評価が導入された。

改 定 前 改 定 後

【歯周病患者画像活用指導料】10点
（新設）
（新設）
［算定要件］
（新設）

➡

【歯周病患者画像活用指導料】
１　口腔内画像　50点
２　顕微鏡画像　50点

［算定要件］
２　２については、歯周病に罹患し
ている患者に対して区分番号Ｄ００
２に掲げる歯周病検査を実施する
場合において、動機付けを目的とし
て位相差顕微鏡により描写された
画像等を用いて指導を行った場合
は、患者１人につき１回に限り算定
する。

訪 問 歯 科 衛 生 指 導 料 の 見 直 し

指導を実施した人数に応じた評価が見直され、単一建物の診療人数が10人以
上の場合の点数が引き下げられた。また、特別の関係の施設に対する点数
（140点）が設定された。

改 定 前 改 定 後

【訪問歯科衛生指導料】
１　単一建物診療患者が１人の場
合 362点
２　単一建物診療患者が２人以上９
人以下の場合 326点
３　１及び２以外の場合 295点

➡

【訪問歯科衛生指導料】
１　単一建物診療患者が１人の場
合 380点
２　単一建物診療患者が２人以上９
人以下の場合 330点
３　１及び２以外の場合 260点

加 圧 根 管 充 填 処 置 の 評 価 と 要 件 緩 和

単根管が11点、２根管が12点、３根管以上が17点引き上げられた。Ｎｉ-Ｔｉ
ロータリーファイル加算の要件から歯科用ＣＴが削除された。

改 定 前 改 定 後

【加圧根管充填処置】
１　単根管 139点
２　２根管 168点
３　３根管以上 213点

➡
【加圧根管充填処置】
１　単根管 150点
２　２根管 180点
３　３根管以上 230点

歯 周 病 継 続 支 援 治 療 へ の 統 合

歯周病安定期治療（ＳＰＴ）と歯周病重症化予防治療（Ｐ重防）が整理・統
合された。また、歯周病の重症化するおそれのある糖尿病患者に対する歯周
病ハイリスク患者加算（80点）が重症化予防連携強化加算（100点）に変更
された。

改 定 前 改 定 後

【歯周病安定期治療】
１　１歯以上10歯未満　 200点
２　10歯以上20歯未満　250点
３　20歯以上　　　　　350点

【歯周病重症化予防治療】
１　１歯以上10歯未満　 150点
２　10歯以上20歯未満　200点
３　20歯以上　　　　　300点

［算定要件］
４　歯周病の重症化するおそれのあ
る患者に対して歯周病安定期治療
を実施した場合は、歯周病ハイリス
ク患者加算として、80点を所定点数
に加算する。

➡

【歯周病継続支援治療】
１　１歯以上10歯未満　 170点
２　10歯以上20歯未満　200点
３　20歯以上　　　　　350点

（廃止）

［算定要件］
４　歯周病の重症化するおそれのあ
る患者に対して他の保険医療機関

（歯科診療のみを行う保険医療機関
を除く。）からの情報に基づき歯周
病継続支援治療を実施し、診療情
報を当該他の保険医療機関に提供
した場合は、重症化予防連携強化
加算として、100点を所定点数に加
算する。

抜 歯 手 術 の 評 価

下顎完全埋伏智歯（骨性）または下顎水平埋伏智歯に対する加算が130点から
230点に引き上げられた。

改 定 前 改 定 後

【抜歯手術】
４　埋伏歯 1,080点

【抜歯手術】
４　埋伏歯 1,080点

［算定要件］
３　４については、下顎完全埋伏智歯

（骨性）又は下顎水平埋伏智歯の場
合は、130点を所定点数に加算する。 ➡

［算定要件］
３　４については、下顎完全埋伏智歯

（骨性）又は下顎水平埋伏智歯の場
合は、230点を所定点数に加算する。

暫 間 歯 冠 補 綴 装 置 に 統 合

テンポラリークラウン、歯周治療用装置（冠形態）、リテーナー等が廃止さ
れ、暫間歯冠補綴装置に統合された。

改 定 前 改 定 後

（新設）
［算定要件］
（新設）

➡

【暫間歯冠補綴装置（１歯につき）】                 
                                             48点

［算定要件］
注１　暫間歯冠補綴装置は、当該歯
に係る処置等を開始した日から最終
補綴装置を装着するまでの期間にお
いて、１歯につき１回に限り算定す
る。
２　暫間歯冠補綴装置の製作及び
装着に係る保険医療材料等一連の
費用（別に厚生労働大臣が定める特
定保険医療材料を除く。）は、所定点
数に含まれる。

チ タ ン ブ リ ッ ジ が 保 険 収 載

純チタンを用いたチタンブリッジが新設された。
改 定 前 改 定 後

（新設）

［算定要件］
（新設）

➡

【チタンブリッジ】（１装置につき）
                                         2,800点

［算定要件］
注１　純チタンを用いてブリッジを
製作し、装着した場合に限り算定す
る。
２　硬質レジンによる前装を行った
場合は、レジン前装加算として、１歯
につき600点を所定点数に加算する。

有 床 義 歯 補 強 加 算 が 新 設

総義歯の点数が引き上げられ、歯科用金属芯を埋入した場合の有床義歯補強
加算150点が新設された。

改 定 前 改 定 後

【有床義歯】
２　総義歯（１顎につき） 2,420点

［算定要件］
（新設）

➡

【有床義歯】
２　総義歯（１顎につき） 2,500点

［算定要件］
注　１のハ及びニ並びに２について、
有床義歯に歯科用金属芯を埋入し
た場合は、有床義歯補強加算として
150点を所定点数に加算する。ただ
し、保険医療材料料は所定点数に含
まれる。

そ の 他

改 定 前 改 定 後

【処方箋料】
一般名処方加算１　10点
一般名処方加算１　  8点

【支台築造】
１　間接法
　ロ　ファイバーポストを用いた場合

（１）大臼歯　　　　211点
（２）小臼歯・前歯　  180点
【根面被覆】
１　根面板によるもの　195点

【非金属歯冠修復】
１　レジンインレー
　　　イ　単純なもの　128点
　　　ロ　複雑なもの　180点

【ＣＡＤ／ＣＡＭインレー】　750点
【光学印象】　100点
【小児保隙装置】　600点
（新設）
（新設）
【高強度硬質レジンブリッジ】
                                     2,800点

【バー】１個につき
１　鋳造バー　458点

（新設）

➡

【処方箋料】
一般名処方加算１　8点
一般名処方加算１　6点

【支台築造】
１　間接法
　ロ　ファイバーポストを用いた場合

（１）大臼歯　　　　221点
（２）小臼歯・前歯　  190点
【根面被覆】
１　根面板によるもの　225点

【非金属歯冠修復】
１　レジンインレー
　　　イ　単純なもの　148点
　　　ロ　複雑なもの　200点

【ＣＡＤ／ＣＡＭインレー】　770点
【光学印象】　150点
【小児保隙装置】
１　固定式保隙装置　  850点
２　可撤式保隙装置　1,200点

【高強度硬質レジンブリッジ】
                                   3,000点

【大連結子】１個につき
１　鋳造バー　468点

【３次元プリント有床義歯（１顎につ
き）】 4,000点

　２月13日に開催された中央社会保険医療協議会（中医協）総会の「答申」を
踏まえて、２０２６年度診療報酬改定の主なポイントを解説する。
　なお、３月５日に発出される告示や通知で、各項目の具体的な取り扱いが
示されるほか、改定項目がさらに増えることが想定される。

新点数の詳細は、４月10日（金）、５月21日（木）、５月27日（水）に開催
される新点数説明会で解説しますので、ぜひご参加ください(参加方
法などは９面折込チラシ参照)。
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※１．大臼歯の５分の４冠は、生活歯でブリッジ支台に限る。
※２．前歯またはブリッジ支台の小臼歯に限る。

表
：
歯
科
用
貴
金
属
の
随
時
改
定
に
伴
う
点
数
お
よ
び
材
料
料

材
料 区分 点数

３月～５月

金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム
合
金

インレー（単純）

前歯・小臼歯

583 
インレー（複雑） 1,065 
4 分の 3冠 1,333 
5 分の 4冠 1,273 
全部金属冠 1,663 
インレー（単純）

大臼歯

766 
インレー（複雑） 1,349
5分の4冠 ※１ 1,649
全部金属冠 2,141 

接着冠
前歯 1,331 
小臼歯 1,271 
大臼歯 1,647 

根面被覆 前歯・小臼歯 586 
大臼歯 769 

レジン前装
金属冠 ※2

前歯
（ブリッジ支台） 2,674 

前歯
（ブリッジ支台以外） 2,670 

小臼歯 2,600 
鋳造
ポンティック

小臼歯 1,893 
大臼歯 2,370 

レジン前装金属
ポンティック

前歯 2,344 
小臼歯 2,093 
大臼歯 2,430 

双子鉤（鋳造鉤）犬歯・小臼歯 1,471 
小・大臼歯 1,808 

材
料 区分 点数

３月～５月

銀
合
金

根面被覆 前歯・小臼歯 217 
大臼歯 231 

レジン前装
金属冠 ※2

前歯
（ブリッジ支台） 1,333 

前歯（単冠） 1,329 

小臼歯 1,259 
鋳造
ポンティック

小臼歯 510 
大臼歯 510 

レジン前装金属
ポンティック

前歯 1,277 
小臼歯 731 
大臼歯 591 

キーパー付き
根面板

前歯・小臼歯 829 
大臼歯 845 

メタルコア 前歯・小臼歯 241 
大臼歯 320 

14
カ
ラ
ッ
ト
金
合
金

インレー（複雑）前歯 2,849 
4 分の 3冠 前歯 3,573 
双子鉤
（鋳造鉤）

犬歯・小臼歯 2,746 
小・大臼歯 3,315 

二腕鉤
（鋳造鉤）

前歯(切歯) 1,710 
犬歯・小臼歯 2,149 
大臼歯 2,726 

線鉤
双子鉤 1,665 
二腕鉤
（レスト付） 1,270 

ローチの
バークラスプ

1歯 3,295 
2 歯以上 3,315 

材
料 区分 点数

３月～５月

金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム
合
金

二腕鉤（鋳造鉤）
（レスト付）

前歯(切歯) 1,097 
犬歯・小臼歯 1,164 
大臼歯 1,303 

コンビネーション
鉤

前歯 675 
犬歯・小臼歯 708 
大臼歯 777 

キーパー付き
根面板

前歯・小臼歯 1,561 
大臼歯 1,845 

鋳造バー 2,940 
ローチの
バークラスプ

1歯 1,788 
2 歯以上 1,808 

銀
合
金

インレー（単純）

前歯・小臼歯・
乳歯

214
インレー（複雑） 333 
4 分の 3冠
（乳歯除く） 429 

5 分の 4冠
（乳歯除く） 369 

全部金属冠 531 
インレー（単純）

大臼歯

228 
インレー（複雑） 349 
5 分の 4冠 ※１ 392 
全部金属冠 558 

接着冠
前歯 429 
小臼歯 367 
大臼歯 390 

　歯科用貴金属の随時改定により、３月から
歯科鋳造用12％金銀パラジウム合金（以下、
金パラ）の告示価格は、1ｇ当たり3,802円から
4,779円へ引き上げとなり、30ｇ当たりでは11万

4,060円から14万3,370円へ引き上げとなった。
また、金パラに加えて銀合金、14カラット金合
金も引き上げられた。３月からの保険点数は下
記表のとおり。

脱
金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム
合
金

が
さ
ら
に
進
ん
だ
こ
と
も
特
徴

の
一
つ
で
あ
る
。
チ
タ
ン
ブ
リ

ッ
ジ
の
導
入
、
非
金
属
の
歯
冠

修
復
の
適
用
が
広
が
り
、
金
パ

ラ
に
よ
る
治
療
が
ま
た
減
る
こ

と
に
な
る
。

歯
科
衛
生
士
業
務
の
評
価

の
見
直
し
、
お
よ
び
歯
科
技
工

士
と
の
連
携
等
も
評
価
さ
れ

た
。

◆
問
題
点
は
依
然
解
決
せ
ず

一
方
、
歯
科
治
療
と
直
接

関
係
の
な
い
項
目
が
診
療
報
酬

体
系
の
中
に
温
存
さ
れ
、
依
然

解
決
さ
れ
て
い
な
い
。
２
０
２

４
年
度
改
定
で
導
入
さ
れ
た
ベ

ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
は
、
東
京

の
歯
科
医
療
機
関
の
届
出
件
数

が
28
・
18
％
（
26
年
１
月
１
日

２０２６２０２６年年３３月 歯科用貴金属の随時改定情報月 歯科用貴金属の随時改定情報

現
在
）
と
低
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
要
件
緩
和
お
よ
び
点
数
の

引
き
上
げ
が
行
わ
れ
た
。
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
評
価
料
は
、
行
政
が

行
う
補
助
金
の
要
件
に
も
盛
り

込
ま
れ
る
な
ど
問
題
点
が
多

い
。
今
次
改
定
で
は
さ
ら
に
物

価
高
騰
に
対
す
る
項
目
が
追
加

さ
れ
た
。
歯
科
治
療
と
関
係
の

な
い
こ
れ
ら
の
項
目
も
、
今
後

は
個
別
指
導
の
チ
ェ
ッ
ク
項
目

に
も
入
る
可
能
性
が
あ
る
の
で

注
意
が
必
要
だ
。

改
定
項
目
は
多
岐
に
わ
た

る
が
、
改
定
財
源
は
限
ら
れ
て

い
る
。
協
会
で
は
、
こ
の
改
定

内
容
の
詳
細
な
解
説
を
行
う
新

点
数
説
明
会
を
予
定
し
て
い
る

（
詳
細
は
９
面
参
照
）。
ぜ
ひ
、

ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
。

（
１
面
か
ら
続
く
）
26
年
度
診
療
報
酬
改
定

東京都
ホームページ

医療機関等が賃金・物価上昇の影響を受けている状況を踏まえた、診療所等賃上げ支援事業
および診療所等物価支援事業の実施が決定されました。東京都は、ホームページを公開しまし
た。詳細は決まり次第当該ホームページが更新されます。具体的な申請スケジュールは、４月
下旬以降に案内される予定です。
診療所等賃上げ支援事業は、2 ０２６年３月１日時点で、ベースアップ評価料を届け出ている

保険医療機関（現在の制度でベースアップ評価料が届け出られない医療機関につ
いては、２０２６年度診療報酬改定による見直し後、ベースアップ評価料を届け出
ることを誓約すること）が対象となります。
今後、新たな情報が入りましたら、デンタルブックメールニュース、協会ホー

ムページでもお知らせします。この機会にぜひ、デンタルブックにご登録くださ
い。

診療所等賃上げ支援事業 診療所等物価支援事業
支給額

（歯科診療所） １５万円 １７万円

対象となる
医療機関等

・原則として、２０２６年３月１日時点でベースアップ評価料を
届け出ていること。
・現在の制度でベースアップ評価料が届け出られない医療機関
については、２０２６年度診療報酬改定による見直し後、ベー
スアップ評価料を届け出ることを誓約すること。

全ての医療機関

２０２５年度 医療機関等における
賃上げ・物価上昇支援事業について

新しい助成金新しい助成金
案内案内

協
会
は
２
月
１
日
、
２
０

２
６
年
度
診
療
報
酬
改
定
を
テ

ー
マ
に
理
事
・
部
員
政
策
学
習

会
を
開
催
し
、
去
る
１
月
23
日

の
中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会

（
中
医
協
）
で
示
さ
れ
た
「
個

別
改
定
項
目
に
つ
い
て
」
を
中

心
に
、
解
釈
や
疑
問
点
な
ど
を

議
論
し
た
。

◆
外
来
診
療
と
医
科
歯
科
連
携

外
来
診
療
に
つ
い
て
は
、

小
児
口
腔
機
能
管
理
料
、
口
腔

機
能
管
理
料
の
対
象
患
者
の
範

囲
拡
大
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠

・
イ
ン
レ
ー
の
算
定
要
件
の
緩

和
と
適
用
拡
大
は
協
会
の
要
望

が
実
現
し
た
と
評
価
し
た
。

一
方
、
医
科
歯
科
連
携
に

つ
い
て
、
歯
科
か
ら
医
科
に
照

会
し
て
連
携
が
開
始
さ
れ
た
場

合
で
も
、
歯
科
医
療
機
関
連
携

強
化
加
算
が
算
定
で
き
る
よ
う

に
し
て
ほ
し
い
、
情
報
提
供
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
や
メ
ー
ル
で
も
認
め
て

ほ
し
い
、
な
ど
の
要
望
が
出
さ

れ
た
。

◆
歯
科
訪
問
診
療
を
協
議

歯
科
訪
問
診
療
に
つ
い
て

は
、
訪
問
先
の
依
頼
に
よ
り
、

診
療
を
予
定
し
て
い
な
か
っ
た

患
者
を
急
遽
診
療
す
る
必
要
性

が
生
じ
た
場
合
の
歯
科
訪
問
診

療
１
の
運
用
が
明
確
化
さ
れ
る

こ
と
を
評
価
す
る
声
が
多
く
上

が
っ
た
。

一
方
、
在
宅
歯
科
医
療
推

進
加
算
が
廃
止
さ
れ
、
在
宅
療

養
支
援
歯
科
診
療
所
へ
の
加
算

と
な
る
こ
と
で
、
歯
科
衛
生
士

の
配
置
が
必
須
と
な
り
、
歯
科

衛
生
士
の
採
用
難
と
い
う
現
状

に
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
不
合
理

で
あ
る
と
の
意
見
が
出
さ
れ

た
。

◆
コ
バ
ル
ト
ク
ロ
ム
の
鋳
造
は

ラ
ボ
の
設
備
投
資
次
第

ま
た
、
コ
バ
ル
ト
ク
ロ
ム

合
金
の
鋳
造
に
は
特
殊
な
設
備

が
必
要
な
た
め
、
歯
科
技
工
所

が
設
備
投
資
で
き
ず
に
製
作
が

で
き
な
く
な
る
こ
と
を
危
惧

し
、
金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム
合
金
を

使
用
す
る
「
特
段
の
理
由
」
に

２
０
２
６
年
度
改
定
の

個
別
改
定
項
目
を
議
論

理
事
・
部
員
政
策
学
習
会
を
開
催

「
コ
バ
ル
ト
ク
ロ
ム
合
金
の
鋳

造
が
で
き
な
い
」
こ
と
も
認
め

て
ほ
し
い
と
の
声
も
上
が
っ

た
。最

後
に
松
島
良
次
政
策
委

員
長
が
、「
今
回
の
改
定
は
協

会
か
ら
の
要
望
も
反
映
さ

れ
、
評
価
す
る
点
も
あ
り
、
し

っ
か
り
学
べ
ば
プ
ラ
ス
に
な

る
」
と
し
、
さ
ら
に
「
平
均
点

数
の
上
昇
や
患
者
一
部
負
担
金

の
増
加
に
つ
な
が
る
た
め
、
集

団
的
個
別
指
導
や
患
者
負
担
を

気
に
し
て
算
定
を
控
え
る
こ
と

は
、
歯
科
界
と
し
て
も
良
い
こ

と
で
は
な
く
、
適
切
な
歯
科
医

療
や
適
正
な
保
険
請
求
か
ら
外

れ
て
し
ま
う
。
２
年
に
１
度
の

診
療
報
酬
改
定
内
容
を
し
っ
か

り
診
療
に
反
映
で
き
る
よ

う
、
新
点
数
説
明
会
で
会
員
に

伝
え
て
い
く
と
と
も
に
、
よ
り

良
い
改
定
と
な
る
よ
う
、
引
き

続
き
要
望
を
続
け
て
い
く
」
と

締
め
く
く
り
、
閉
会
し
た
。

な
お
、
協
会
は
４
〜
５
月

に
「
２
０
２
６
年
度
診
療
報
酬

改
定
新
点
数
説
明
会
」
を
３
回

開
催
す
る
。
適
正
な
算
定
、
適

正
な
評
価
を
受
け
る
た
め
に
も

ぜ
ひ
参
加
し
て
ほ
し
い
（
詳
細

は
９
面
参
照
）。
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保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918

「保険医の経営と税務」「保険医の経営と税務」２０２６２０２６年版年版

会員は会員は１１冊　冊　無料!無料!
２０２６２０２６年最新の年最新の
　　　　税務対応版を発行!税務対応版を発行!

申し込みは
こちらから

▶▶▶
確定申告はもちろん、日々悩みがちな会計処理やスタッフに関する

税務、開院・承継・閉院の手続きなど、医院経営に関する要点が１冊に
まとまっています。
この書籍をご希望の方は、上のQRを読み取り、必要事項およびアン

ケートにご入力のうえ、お申し込みください。

※会員に１冊無料でお送りします。
※２冊目以降は、有料(１冊１,５００円)での販売となります。
※書籍の発送は、お申し込み後１週間程度です。予めご了承ください。

研究会・行事ご案内研究会・行事ご案内

第第１１回スタッフ講習会回スタッフ講習会
未経験スタッフのための

講習会
「新規スタッフを採用したけれ

ど、教育するための時間が取れな
い」「歯科医療機関での業務が初め
て」「数年働いたけれど分からない
ことが多い」…などの不安を解消し
ます。
歯科医療機関での勤務が未経験の

方はもちろん、経験の浅い方、ブラ
ンクのある方などに向けて、健康保
険制度の概要や歯科の基本が学べる
講習会となっています。ぜひ、この
機会にご受講を。
※実技研修やレセプト請求方法など
の内容は含まれません。
日　時　４月23日（木）午後７時～９時（予定）
講　師　協会講師団
会　場　東京歯科保険医協会会議室
定　員　30名（１診療所２名まで）
対　象　会員の診療所に勤務するスタッフ
　　　　（歯科医療界未経験の方または経験の浅い方）
参加費　１名につき５，０００円　※事前振込制
　　　　（歯科保険診療ハンドブック１冊付）
予　約　右のＱＲからお申し込みください。
担　当　経営管理部

参加者には
１冊プレゼント

　２０２６２０２６年度診療報酬改定が年度診療報酬改定が６６月から施行されます。協会は診療報酬改定に月から施行されます。協会は診療報酬改定に
伴い、新点数説明会を開催します。診療報酬改定のたびに行われる本説明会は伴い、新点数説明会を開催します。診療報酬改定のたびに行われる本説明会は
毎回好評で、多くの先生にご参加いただいております。ぜひご参加ください。毎回好評で、多くの先生にご参加いただいております。ぜひご参加ください。

第第２２回回
開催日 開催日 ５５月月２１２１日日（木）（木）1818：：3030～～2121：：0000

会   場 なか会   場 なかのＺＥＲＯ大ホールのＺＥＲＯ大ホール

【保険請求時の留意点】【保険請求時の留意点】

第第３３回回
開催日 開催日 ５５月月２７２７日日（水）（水）1818：：3030～～2121：：0000

会   場 なかの会   場 なかのＺＥＲＯ大ホールＺＥＲＯ大ホール

【在宅医療】【在宅医療】

２０２６２０２６年度診療報酬改定年度診療報酬改定

新点数説明会ご案内新点数説明会ご案内

第第１１回回
開催日 開催日 ４４月月１０１０日日（金）（金）1818：：3030～～2121：：0000

会   場 文京会   場 文京シビック大ホールシビック大ホール

【要点の解説】【要点の解説】

ＱＱ１１　２０２６２０２６年度に新規採用を検討している年度に新規採用を検討している
のだが、労働条件を明示しなければならのだが、労働条件を明示しなければなら
ないと聞いた。どのような内容を明示しないと聞いた。どのような内容を明示し
たら良いのか。たら良いのか。

新規採用に向けての２つの注意点
－労働条件通知書の準備、無料求人広告勧誘－

経営・税務相談

Ｑ＆Ａ　No.438

【Ａ１】　スタッフを雇用する際には、雇用形態
に関わらず労働基準法第15条に基づき、「労働条
件通知書」を必ず書面で交付する必要がありま
す。所定の様式はありませんが、表①～⑤につい
ては書面・FAX・電子メール（ただし、書面と
して出せるものに限る）での明示が義務付けられ
ています。また、パート職員に対しては併せて表
の⑦～⑩の明示が必要です。

ＱＱ２２　求人応募がなく困っていたところ、無料　求人応募がなく困っていたところ、無料
掲載をうたう求人広告会社から営業電話掲載をうたう求人広告会社から営業電話
がかかってきた。どのようなことに気をがかかってきた。どのようなことに気を
付ければ良いか。付ければ良いか。

【Ａ２】　契約内容を必ず事前に確認してくださ
い。口頭で無料掲載と説明されていたため、契約
内容を確認しないまま署名・捺印をしてしまい、
一定期間経過後に有料掲載へ自動更新され、高額
な請求書が届くという事例が報告されていま
す。特に注意すべき点は、①無料となる期間や条
件、②有料掲載へ移行する条項の有無、③契約期
間および自動更新の有無、④解約方法や解約期限

－などです。これらを確認したうえで、契
約するか否かをよく検討し、判断してくだ
さい。
営業電話では「今だけ」「期限が迫って
いる」「枠がすぐ埋まってしまう」などと
即断を促されることもありますが、その場
で契約する必要はありません。必ず契約書
や利用規約を取り寄せ、内容を十分に確認
してください。
また、口頭での説明と契約書の内容が異
なる場合、口頭での説明が不正確や虚偽で
あった事実を証明できる証拠がないと、不
利益を被る場合があります。口頭だけの説
明を信用して安易に契約せず、冷静に対応
することがトラブル防止につながります。

医院経営と雇用管理
申し込み

明示事項明示事項 記入のポイント記入のポイント

①労働契約の期間 有期契約を結ぶ場合は、いつからいつまでの契約か、更新の有無、満了
時の対応を明示する。

②就業の場所・従事する業務の内容及
び変更の範囲

自院以外での勤務や、雑務等が発生することを想定の上多少のゆとりを
持たせて明示する。
訪問診療がある場合はその旨も記入する。

③労働時間に関する事項 始業・終業時刻、時間外労働の有無、休憩・休日・休暇等を明示する。
④賃金の決定、計算・支払の方法/賃
金の締切、支払の時期に関する事項 賞与や退職金の定めがある場合は、併せて明示する。

⑤退職に関する事項 定年制の有無、自己都合退職の手続き、解雇の事由等について明示する。
⑥昇給に関する事項 －
⑦昇給の有無
⑧退職手当の有無
⑨賞与の有無
⑩雇用管理の改善等に関する相談窓口

パート職員については、上記①～⑤と併せて明示する

明示義務に違反した場合、30万円以下の罰金が
科される可能性があります。さらに、明示した労
働条件と実際の労働条件が著しく異なる場合、ス
タッフは労働契約を即時に解除することが可能と
なります。無用なトラブルを防ぐためにも、新規
採用時には、「労働条件通知書」を必ず交付しま
しょう。
なお、「労働条件通知書」のひな形は、全国保
険医団体連合会発行の書籍「医院経営と雇用管理
－２０２５年版－」（６面参照）にも掲載
しています。本書は協会会員の先生に
１冊無料で配布していますので、ご希
望の方はＱＲよりお申し込みください。

 

  

協会の顧問弁護士と顧問税理士が回答いたします。 

（相続、賃借契約のトラブル、記帳や仕分け方法など何でもご相談ください） 
 

日日  時時：：３３月１９日（木） 午後 2 時～5 時 

定定  員員：：６名（各３名。相談時間は 1 人 1 時間以内） 

場場  所所：：東京歯科保険医協会 会議室 

要要予予約約：：03－3205－2999（担当：経営管理部） 

※予約は、受付順とさせていただきます。 

 

無料相談トトララブブルル対対策策はは早早めめのの対対応応ががポポイインントト  

法法律律相相談談、、経経営営＆＆税税務務相相談談  

テキストは４月上旬にお手
元に届きますので、説明会
会場にお持ちください。

＝詳細は９面（折込チラシ）をご覧ください＝
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労働条件の明示事項

参加申込
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⑦
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歯
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保
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協
会

         

会
長     

早
坂
美
都

— 経営管理部経営管理部 —

～経営に関する各種相談にお答えするとともに、～経営に関する各種相談にお答えするとともに、

経営の向上をサポートする～経営の向上をサポートする～

開
業
医
は
、
診
療
を
業
と
す

る
歯
科
医
師
で
あ
る
と
同
時

に
、
経
営
者
で
も
あ
り
ま
す
。

「
経
営
管
理
部
」
は
、
経
営
者

と
し
て
の
先
生
方
を
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。

経
営
形
態
は
個
人
か
法
人

か
、
診
療
所
は
テ
ナ
ン
ト
か
所

有
物
件
か
、
診
療
体
制
も
一
人

で
診
療
か
、
勤
務
医
や
ス
タ
ッ

フ
は
雇
用
し
て
い
る
の
か
…
。

な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

今
回
、
ご
紹
介
し
ま
す
経
営

管
理
部
で
は
、
会
員
の
先
生
方

の
経
営
環
境
か
ら
生
じ
る
多
様

な
課
題
に
お
応
え
し
て
い
ま

す
。
そ
の
対
応
範
囲
は
広
く
、

経
営
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
だ
け
で
な
く
、
労
務
、
税

務
、
法
律
、
助
成
金
、
医
療
安

全
な
ど
に
ま
で
及
び
ま
す
。
最

近
で
は
承
継
や
閉
院
に
関
す
る

ご
相
談
も
増
加
し
て
お
り
、
日

常
的
に
は
担
当
の
事
務
局
員
が

適
宜
対
応
し
て
い
ま
す
。

経
営
管
理
部
の
会
員
サ
ポ
ー

ト
の
一
つ
に
、
月
に
一
度
（
第

3
木
曜
日
）
顧
問
弁
護
士
・
税

理
士
に
よ
る
無
料
相
談
会
が
あ

り
ま
す
。
会
員
の
先
生
で
あ
れ

ば
、
相
続
、
賃
貸
借
契
約
、
家

庭
問
題
な
ど
歯
科
に
直
接
か
か

わ
ら
な
い
内
容
で
も
相
談
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
完
全
予
約

制
に
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

協
会
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

、開始

春
募
集

新点数説明会に
共済ブースを設置

4/10
（金）

5/21
（木）

5/27
（水）

共済制度って必要なの？
その疑問、
プロがお答えします

3月1日、共済制度
グループグループ
 生命保険 生命保険

手頃な掛金

配当金もあり！（24年度：約28％）
死亡ほか高度障害の備えにも

休業保障休業保障

入院初日から

最大6.4万円給付
加入時から変わらない掛金

詳細は本紙折込チラシをご覧ください。

保険医年金保険医年金

予定利率1.225％
安定な資産形成に
月１万円から積立可能

ご希望の方は、ＱＲコード
からお申込みください。
　会員１人につき　１冊無料
　※書籍の到着はお申込み後、
１週間程度かかりますので予めご了承ください。

書籍「医院経営と雇用管理 2025年版」書籍「医院経営と雇用管理 2025年版」

２０２４年４月から変更された労働条件明
示の新ルールに対応、労働条件通知書の記載
例やポイント、育児・介護休業法改正の内
容、「出生時休業支援給付金」についても収
載しています。
安心できる職場環境を整えることが何より

重要です。ぜひ、本書
をご活用いただき、安
心・適正な医院経営に
お役立てください。

そ
の
ほ
か
、
会
員
の
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
た
医
療
安
全
講
習
会

や
経
営
管
理
研
究
会
な
ど
も
開

催
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は

「
助
成
金
の
活
用
方
法
」
や

「
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
に
関
す
る
講
習
会
」
な
ど
、

情
勢
に
合
わ
せ
た
テ
ー
マ
で
企

画
し
ま
し
た
。
デ
ン
タ
ル
ブ
ッ

ク
に
て
ア
ー
カ
イ
ブ
配
信
も
行

っ
て
い
ま
す
の
で
興
味
が
あ
る

方
は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
ス
タ
ッ
フ
向
け
の
講
習
会

も
開
催
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、「
接
遇
」「
Ｔ

Ｂ
Ｉ
」
や
「
未
経
験
ス
タ
ッ
フ

の
た
め
の
講
習
会
」
な
ど
、
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
に
役
立
つ
講
習
会

を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
個
人

の
医
院
で
は
な
か
な
か
行
う
こ

と
が
で
き
な
い
講
習
会
と
し

て
、
大
変
人
気
が
あ
り
ま
す
。

日
常
的
に
寄
せ
ら
れ
る
さ
ま

ざ
ま
な
声
を
集
め
、
自
治
体
へ

の
改
善
要
望
や
、
経
営
支
援
を

求
め
る
要
請
も
行
っ
て
い
ま

す
。
イ
ン
ボ
イ
ス
や
電
子
帳
簿

保
存
法
な
ど
法
改
正
の
周
知
も

大
切
な
活
動
と
し
て
位
置
付
け

て
い
ま
す
。

以
前
私
の
医
院
で
も
、
歯
科

衛
生
士
に
な
っ
た
ば
か
り
の
新

卒
ス
タ
ッ
フ
、
臨
床
経
験
20
年

以
上
の
ベ
テ
ラ
ン
ス
タ
ッ
フ
と

一
緒
に
、
毎
年
、
接
遇
や
Ｔ
Ｂ

Ｉ
の
講
習
会
に
参
加
し
て
お
り

ま
し
た
。
特
に
接
遇
の
講
習
会

で
は
、
患
者
さ
ん
の
言
葉
に
傾

聴
す
る
こ
と
、
診
療
室
へ
の
誘

導
の
仕
方
、
電
話
対
応
の
具
体

的
な
言
葉
遣
い
、
ま
た
来
た
く

な
る
医
院
作
り
な
ど
、
そ
の
道

の
プ
ロ
に
よ
る
貴
重
な
お
話
を

聞
く
こ
と
で
、
ス
タ
ッ
フ
だ
け

で
は
な
く
、
私
自
身
も
大
変
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

１
回
だ
け
で
は
な
く
、
毎
年
必

ず
参
加
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま

し
た
。
人
間
、
一
度
聞
い
た
だ

け
で
は
な
か
な
か
身
に
付
か

ず
、
何
度
も
繰
り
返
し
講
習
を

聞
き
、
実
際
に
行
動
す
る
こ
と

で
少
し
ず
つ
進
歩
し
て
い
く
も

の
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
毎

日
の
診
療
室
で
は
、
ど
う
し
て

も
「
慣
れ
」
が
高
じ
て
「
狎

れ
」
と
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で

す
。安

心
で
き
る
職
場
環
境
を
整

え
る
こ
と
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
定

着
、
ひ
い
て
は
安
定
し
た
医
院

経
営
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
医
院
を
作
り
上
げ
る

た
め
に
先
生
方
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
専
門
部
、
そ
れ
が
経
営
管
理

部
で
す
。

♦
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
講
習
会
・
研
究
会
の
開
催

♦
職
場
環
境
づ
く
り
の
重
要
性

協会は2月19日、協会会
議室で２０２５年分確定申
告個別相談会を開催し、協
会顧問税理士が会員５名そ
れぞれに対して確定申告の
相談を行った。
当日は、「確定申告を行
う前に最終的な確認をした
い」「インボイス制度に関
する注意点を知りたい」と
いった相談のほか、自身の

医療費控除やｅ―Ｔａｘで
の申請方法について質問す
る会員も見られた。
参加者からは、「毎年自
分で確定申告をしているの
で、最終チェックをしても
らえて安心した」「初めて利
用したが、分からない点を
分かりやすく教えてもらえ
たので参加して良かった」
などの感想が寄せられた。

確定申告相談会を実施確定申告相談会を実施
顧問税理士が一人ひとりに対応顧問税理士が一人ひとりに対応

申告前の最終チェックに安堵の声申告前の最終チェックに安堵の声

昨年昨年７７月11日に開催した接遇講習会の模様。場内は満席に月11日に開催した接遇講習会の模様。場内は満席に

（６）第６７２号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２６年（令和８年）３月１日 （第三種郵便物認可）

ホームページアドレス e-mailhttps:／／www.tokyo-sk.com／ info@tokyo-sk.com

協
会
活
動
日
誌  

２
０
２
６
年
２
月

1 日 理事・部員政策学習会
2 月 第 1 回ICT戦略化委員会
3 火 第 9 回広報・ホームページ部会
4 水 受託生保会議
5 木 「保険で良い歯科医療を」全国連絡

会世話人会
6 金 第11回総務会議
9 月 第 8 回地域医療部会
10 火 休保審査会（医科）
12 木 第13回理事会

17 火 拡大社保部会、第 9回社保・学術
部会

18 水 第 6 回医事相談部会、第 5回院内
感染防止対策講習会

19 木 国会内集会、会員無料相談デー、
確定申告個別指導相談会

20 金 第 9 回財政部会
21 土 休保審査会（全国）
26 木 医療安全講習会
27 金 第12回総務会議

会世話人会

◆
第
13
回
理
事
会
◆

２
月
12
日
㈭
、
午
後
７
時

00
分
〜
８
時
55
分
。
会
長
、

副
会
長
５
名
、
理
事
16
名
、

監
事
１
名
、
事
務
局
13
名
の

出
席
。

【
情
勢
報
告
】　
重
点
課
題

と
し
て
、
衆
議
院
議
員
選
挙

結
果
に
つ
い
て
討
議
。
今
後

は
、
協
会
と
し
て
ど
の
よ
う

に
要
請
活
動
を
し
て
い
く
か

検
討
す
べ
き
、
な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
た
。

【
診
療
報
酬
改
定
対
策
】　

１
月
23
日
開
催
の
中
央
社
会

保
険
医
療
協
議
会
（
中
医

協
）
に
お
け
る
個
別
改
定
項

目
諮
問
・
答
申
書
の
附
帯
意

見
（
案
）
の
報
告
を
確
認
。

答
申
に
向
け
て
「
理
事
会
声

明
（
案
）」
の
内
容
に
つ
い

て
討
議
し
、
答
申
内
容
を
反

映
し
て
発
出
す
る
。
介
護
報

酬
改
定
に
お
け
る
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
（
募
集
期
間
１

月
16
日
〜
２
月
14
日
）
の
案

内
を
確
認
。
診
療
報
酬
改
定

に
お
け
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
に
つ
い
て
は
、
協
会
に

寄
せ
ら
れ
た
意
見
、
厚
労
省

か
ら
公
表
さ
れ
た
結
果
を
確

認
。
２
０
２
４
年
度
改
定
時

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の

数
と
比
較
、
増
加
し
て
い
る

こ
と
を
確
認
。
地
方
公
聴
会

の
発
言
内
容
を
確
認
。

【
各
部
活
動
報
告
と
提
案
事

項
】
理
事・部
員
政
策
学
習
会

（
２
月
1
日
）の
報
告
を
確
認
。

【
保
団
連
会
議
関
連
】　
保

団
連
第
52
回
定
期
大
会
の
発

言
内
容
と
回
答
の
報
告
を
確

認
。
第
25
回
保
団
連
理
事
会

（
１
月
18
日
）、
第
1
回
保

団
連
歯
科
理
事
会
議
（
２
月

７
日
）、
第
１
回
保
団
連
理

事
会
（
２
月
８
日
）
の
報
告

を
確
認
。

【
定
期
総
会
に
つ
い
て
】

26
年
度
第
54
回
定
期
総
会
記

念
講
演
の
テ
ー
マ
、
講
師
に

つ
い
て
検
討
。

【
機
関
紙
の
企
画
】

３
月

1
日
号
、
４
月
１
日
号
の
企

画
案
を
確
認
。

【
組
織
の
現
勢
】

２
月
１

日
付
け
会
員
数
６
千
58
名

（
入
会
22
名
、退
会
９
名
）。

２０２５年度
第13回
理事会



70
年
ほ
ど
前
、
停
電
が
日
常

茶
飯
事
だ
っ
た
時
代
が
あ
る
。

そ
の
折
、
歯
科
医
師
で
あ
っ
た

父
の
診
療
を
手
伝
い
、
治
療
台

の
脇
で
「
足
踏
み
エ
ン
ジ
ン
」

を
踏
む
こ
と
が
私
の
役
目
で
あ

っ
た
。
歯
科
医
療
に
関
わ
る
私

の
原
点
は
、
こ
の
電
気
の
届
か

な
い
診
療
室
の
片
隅
に
あ
る
。

戦
後
の
混
乱
期
か
ら
高
度
経

済
成
長
期
、
そ
し
て
人
口
減
少

社
会
へ
と
、
わ
が
国
の
歯
科
医

療
は
常
に
社
会
の
変
化
と
歩
調

を
合
わ
せ
て
き
た
。
診
療
室
の

風
景
も
、
患
者
の
訴
え
も
、
そ

の
時
代
ご
と
に
大
き
く
異
な
っ

て
い
る
。

私
が
若
か
っ
た
頃
の
歯
科
医

療
は
、〝
失
わ
れ
た
形
態
を
い

か
に
回
復
す
る
か
〞
が
最
大
の

関
心
事
で
あ
っ
た
。
補
綴
物
の

精
度
、
材
料
の
進
歩
、
歯
科
技

工
士
や
歯
科
衛
生
士
と
の
連
携

…
。
歯
科
医
療
保
険
制
度
も
、

そ
う
し
た
「
目
に
見
え
る
成

果
」
を
評
価
軸
と
し
て
整
え
ら

れ
て
き
た
と
い
え
よ
う
。

近
年
、
臨
床
の
現
場
で
向
き

合
う
課
題
は
明
ら
か
に
変
わ
っ

て
き
て
い
る
。
高
齢
患
者
の
増

加
に
よ
っ
て
咀
嚼
や
嚥
下
、
口

腔
衛
生
管
理
と
い
っ
た
機
能
面

の
支
援
が
診
療
の
中
心
と
な
っ

て
い
る
。
歯
科
医
療
は
も
は
や

診
療
室
内
で
完
結
す
る
も
の
で

は
な
く
、
医
科
や
介
護
と
連
携

し
、
地
域
で
生
活
を
支
え
る
医

療
へ
と
、
役
割
が
広
が
っ
て
い

る
。東

京
歯
科
保
険
医
協
会
も
ま

た
、
そ
の
変
化
の
只
中
に
あ

る
。
全
国
保
険
医
団
体
連
合
会

（
保
団
連
）
の
歯
科
部
門
で
全

国
一
の
会
員
数
を
擁
す
る
組
織

で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
そ
の
規
模

が
安
心
感
と
な
り
、
知
ら
ず
知

ら
ず
の
う
ち
に
現
状
に
安
堵
し

て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
数
の

多
さ
は
発
言
力
の
源
泉
で
あ
る

が
、
歯
科
医
療
の
質
を
自
動
的

に
保
証
す
る
も
の
で
は
な
い
。

10
年
後
の
２
０
３
６
年
を
見

据
え
る
時
、
協
会
活
動
の
主
体

は
、
単
な
る
制
度
対
応
や
組
織

維
持
に
留
ま
ら
ず
、
歯
科
医
療

の
専
門
性
と
質
を
い
か
に
担
保

し
、
次
世
代
へ
継
承
す
る
か
に

置
か
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
専

門
技
術
の
向
上
と
維
持
の
た
め

の
研
鑽
を
怠
ら
ず
、
そ
の
成
果

を
地
域
医
療
の
中
で
発
揮
す

る
。
さ
ら
に
、
歯
科
医
師
が
地

域
社
会
の
一
員
と
し
て
信
頼
さ

れ
、
意
見
を
求
め
ら
れ
る
存
在

で
あ
り
続
け
る
こ
と
も
重
要
で

あ
る
。

神
田
川
は
、
私
が
学
生
で
あ

っ
た
頃
も
、
今
も
、
同
じ
場
所

を
流
れ
て
い
る
。
流
れ
の
姿
は

変
わ
っ
て
も
、
水
が
途
切
れ
る

こ
と
は
な
い
。

協
会
も
ま
た
、
会
員
数
の
多

さ
に
安
堵
す
る
こ
と
な
く
、

歯
科
医
療
の
質
と
信
頼
を
支

え
る
流
れ
と
し
て
、
矜
持
を

も
っ
て
歩
み
続
け
る
べ
き
時

期
に
き
て
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

西田 紘一
（監事／八王子市）

　　歯科医療の来し方、そして

　　これからの協会

◆
２
０
２
６
年
度
診
療
報
酬
改

定
の
「
個
別
改
定
項
目
」
に
関

し
て
感
想
や
ご
意
見
を
。

・
診
療
報
酬
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
人
材
募
集
の
た
め
の
費

用
な
ど
が
侮
れ
ま
せ
ん
。

・
メ
タ
ル
の
補
綴
で
ア
ン
レ
ー

な
ど
は
必
ず
赤
字
に
な
る
の

で
、
医
院
の
持
ち
出
し
が
伴

う
よ
う
な
保
険
点
数
で
は
困

る
。

・
価
格
高
騰
が
激
し
い
金
属
を

保
険
診
療
で
用
い
る
の
は
も

は
や
無
理
が
あ
る
の
で
は
な

い
の
か
。

・
口
腔
機
能
管
理
を
積
極
的
に

取
り
入
れ
た
い
の
で
注
視
し

て
い
ま
す
。

・
物
価
高
騰
に
見
合
う
診
療
報

酬
改
定
に
。（
他
１
）

・
毎
度
の
こ
と
な
が
ら
、
シ
ン

プ
ル
に
、
変
な
し
ば
り
を
付

け
な
い
よ
う
に
と
、
懇
願
し

ま
す
。

・
新
設
項
目
は
算
定
基
準
が
厳

し
い
場
合
が
多
く
、
算
定
で

き
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
。

・
歯
科
技
工
士
の
評
価
改
善
が

盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
は
、
前

進
で
す
。

・
一
般
の
開
業
医
に
は
恩
恵
が

少
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

・
実
態
に
即
し
た
も
の
に
し
て

ほ
し
い
。

・
も
う
何
十
年
も
繰
り
返
し
て

き
て
い
る
問
題
な
の
で
、
今

更
、
感
想
や
意
見
は
特
に
あ

り
ま
せ
ん
。

・
ま
だ
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

◆
新
た
な
賃
上
げ
、
物
価
上
昇

支
援
事
業
が
準
備
さ
れ
て
い
ま

す
。
賃
上
げ
支
援
事
業
は
「
ベ

ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
」
の
届
出

が
条
件
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
。

・
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
の
届
出
の
繫

雑
化
が
最
大
の
問
題
点
。
Ｉ

Ｔ
が
苦
手
な
場
合
は
、
や
は

り
苦
難
が
伴
う
。

・
手
間
が
か
か
る
割
に
少
な
い

の
で
、
コ
ス
パ
が
良
く
な
い

と
感
じ
ま
す
。

・
有
り
得
な
い
で
す
ね
。
物
価

上
昇
は
国
の
問
題
で
あ
り
、

現
場
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

・
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
の
届

出
を
し
て
い
る
の
で
、
良
か

っ
た
と
思
う
が
、
ど
う
な
の

で
あ
ろ
う
か
。

機
関
紙
２
０
２
６
年
２
月
号
に
つ

い
て
、
通
信
員
48
名
の
便
り
の
中

か
ら
抜
粋
し
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

通
信
員
便
り

通
信
員
便
り 

№№
158158158158

は
、
院
長
や
ス
タ
ッ
フ
の
名
前

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が

多
く
、
ス
タ
ッ
フ
の
中
に
は
Ｓ

Ｎ
Ｓ
な
ど
で
勤
務
先
な
ど
を
公

開
し
て
い
る
方
も
い
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
公
開
情
報
を
悪
用

し
、
さ
ら
に
不
特
定
多
数
に
同

じ
発
信
者
名
・
内
容
を
送
る
の

で
は
な
く
、
送
付
先
に
よ
り
そ

れ
ら
を
変
え
て
い
る
点
が
特
徴

で
す
。

◆
届
い
た
メ
ー
ル
の
真
偽
を

　

判
別
す
る
方
法

事
例
の
よ
う
な
メ
ー
ル
の
真

偽
を
判
別
す
る
に
は
、
返
信
先

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
が
既
知
の
メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス
か
を
確
認
し
ま

す
。
メ
ー
ル
の
返
信
で
情
報
を

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
す
る
手
法
の
弱

点
は
、
返
信
先
（R
eply

-
to

）
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を

偽
装
で
き
な
い
こ
と
で
す
。

な
お
、
最
も
単
純
確
実
に
真

ながた ・ こうすけ

歯科専門にサイト制

作、運用、コンサルテ

ィングを行う。歯科

関連サイトの運用は

常時120件を数える。

相談室

ITIT

永田 康祐
クレセル株式会社

◆
手
法
と
し
て
は
古
典
的

事
例

「
社
内
管
理
お
よ
び
連
絡
体
制

の
整
備
の
た
め
、
『
社
員
連
絡

先
一
覧
』
の
整
理
・
提
出
を
必

須

対
応
事
項
と
い

た
し
ま

す
。
必
ず
返
信
メ
ー
ル
に
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

代
表
取
締
役　

Ｘ
Ｘ
Ｘ
」

こ
の
よ
う
な
メ
ー
ル
が
多
数

送
ら
れ
て
き
て
困
っ
て
い
る
、

と
の
ご
相
談
を
数
多
く
受
け
て

お
り
ま
す
。

類
似
の
事
例
は
、
か
な
り
前

か
ら
確
認
さ
れ
て
お
り
、「
フ

ィ
ッ
シ
ン
グ
」
と
い
う
分
類
に

な
り
ま
す
。
相
手
に
ア
ク
シ
ョ

ン
を
起
こ
さ
せ
て
、
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
や
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド

な
ど
を
入
力
さ
せ
る
と
い
う
古

典
的
な
タ
イ
プ
の
詐
欺
で
す
。

宅
配
便
の
未
着
や
料
金
の
未

払
い
を
装
っ
て
、
メ
ー
ル
に
記

載
さ
れ
た
リ
ン
ク
先
で
Ｉ
Ｄ
と

パ
ス
ワ
ー
ド
を
入
力
さ
せ
る
の

が
、
典
型
的
な
手
口
で
す
。
相

手
か
ら
必
要
な
諸
情
報
を
巧
み

に
「
釣
り
上
げ
る
」
こ
と
か
ら

〝
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
〞
と
呼
ば
れ

ま
す
。

◆
危
険
な
新
し
い
手
口

今
回
、
例
示
し
た
メ
ー
ル
で

新
た
な
手
口
と
い
え
る
の
は
、

メ
ー
ル
内
に
実
際
に
在
籍
し
て

い
る
代
表
取
締
役
の
氏
名
が
公

開
さ
れ
て
お
り
、
送
信
先
に
よ

っ
て
別
の
役
員
名
や
職
員
名
に

変
更
さ
れ
て
い
た
点
で
す
。

医
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

院内指示メール装う
フィッシングメール

事

例

偽
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
に
は
、
メ

ー
ル
内
に
記
載
さ
れ
て
い
る
ス

タ
ッ
フ
本
人
に
直
接
確
認
す
る

の
が
良
い
で
し
ょ
う
。

残
念
な
が
ら
、
詐
欺
メ
ー
ル

の
受
信
自
体
を
完
全
に
防
ぐ
の

は
困
難
で
す
。
確
実
な
対
策
を

行
い
、
冷
静
に
対
処
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

院内感染防止対策講習会を開催

初診料の 「注１」 に規定する
施設基準に対応

協
会
は
２
月
18

日
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ウ

ェ
ビ
ナ
ー
で
「
第

５
回
院
内
感
染
防

止
対
策
講
習
会
」
を
開
催
し

た
。
講
師
は
協
会
理
事
の
濱
﨑

啓
吾
氏
が
務
め
た
。

本
講
習
会
は
、
歯
科
点
数
表

の
初
診
料
の
「
注
１
」
に
規
定

す
る
施
設
基
準
（
歯
初
診
）
に

対
応
し
て
お
り
、
今
回
は
77
名

が
参
加
し
た
。

当
該
施
設
基
準
は
４
年
以
内

に
１
回
以
上
受
講
す
る
こ
と

と
、
毎
年
８
月
に
関
東
信
越
厚

生
局
に
報
告
す
る
こ
と
が
要
件

と
な
っ
て
い
る
。

（ 7） 第６７２号 ２０２６年（令和８年）３月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918

    再考再考

これからのＳＮＳと歯科医院これからのＳＮＳと歯科医院②②



１位 患者に喜んでもらえる・笑顔が見れる
２位 口腔内の状態が良くなる
３位 生活に寄り添える
〃 信頼関係を築ける
〃 長期的に診ることができる

表  居宅への歯科訪問診療でやりがいを感じること表  居宅への歯科訪問診療でやりがいを感じること

居
宅
へ
の
歯
科
訪
問
診
療
の

実
施
状
況
と
課
題
を
把
握
す
る

た
め
、
協
会
は
２
０
２
５
年
12

月
～
26
年
１
月
に
か
け
て
、
会

員
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
た
。
回
答
は
177
件

で
、
歯
科
訪
問
診
療
を
実
施
し

て
い
る
会
員
は
約
45
％
だ
っ

た
。
居
宅
と
施
設
の
割
合
で
は

居
宅
の
み
に
歯
科
訪
問
診
療
を

実
施
し
て
い
る
割
合
が
約
12

％
、
施
設
の
み
は
３
・
４
％

で
、
多
く
の
医
療
機
関
が
施
設

と
併
せ
て
居
宅
へ
の
訪
問
を
行

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

「
歯
科
訪
問
診
療
を
行
わ
な

い
理
由
」
と
し
て
は
①
人
手
不

足
や
外
来
診
療
と
の
両
立
が
難

し
い
、
②
算
定
方
法
が
煩
雑
、

③
ポ
ー
タ
ブ
ル
ユ
ニ
ッ
ト
な
ど

の
設
備
投
資
へ
の
負
担
が
大
き

い
、
④
駐
車
が
難
し
い
―
な
ど

が
挙
が
っ
て
お
り
、
訪
問
に
関

す
る
課
題
が
浮
上
し
た
。

ま
た
、「
現
在
、
訪
問
診
療

で
困
っ
て
い
る
こ
と
」
に
つ
い

て
も
、
人
手
不
足
や
時
間
調

整
、
低
い
診
療
報
酬
や
算
定
の

難
し
さ
な
ど
共
通
す
る
点
が
多

く
、
こ
れ
ら
が
居
宅
へ
の
歯
科

訪
問
診
療
が
広
が
ら
な
い
要
因

と
い
え
よ
う
。

一
方
、
す
で
に
訪
問
診
療
を

実
施
し
て
い
る
回
答
者
が
や
り

が
い
を
感
じ
る
こ
と
と
し
て
、

「
患
者
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
・

笑
顔
が
見
れ
る
」
が
最
も
多
か

っ
た（
表
参
照
）。
そ
の
ほ
か
、

「
担
当
医
と
し
て
最
期
ま
で
支

え
ら
れ
る
」
と
の
声
が
多
く
寄

せ
ら
れ
て
お
り
、
歯
科
医
師
と

し
て
の
や
り
が
い
に
つ
な
が
っ

て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
た
。

協
会
は
、
本
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
を
踏
ま
え
、
歯
科
訪
問
診

療
に
関
す
る
講
習
会
の
継
続
的

な
実
施
や
設
備
投
資
に
必
要
な

補
助
金
の
要
請
、
訪
問
車
両
の

駐
車
許
可
証
の
課
題
な
ど
の
解

決
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

な
お
、
歯
科
訪
問
診
療
の
算

定
の
基
礎
が
学
べ
る
協
会
作
成

の
講
習
会
動
画
「
こ
れ
か
ら
は

じ
め
る
歯
科
訪
問
診
療
講
習
会

―
保
険
請
求
編
―
」
を
デ
ン
タ

ル
ブ
ッ
ク
内
で
公
開
中
。
ぜ
ひ

ご
視
聴
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　  

訪
問
車
両
の
駐
車
問
題
も
浮
上

訪
問
診
療
し
な
い
原
因
浮
き
彫
り

訪
問
診
療
し
な
い
原
因
浮
き
彫
り

協　会協　会
アンケートアンケート

（８）第６７２号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２６年（令和８年）３月１日 （第三種郵便物認可）
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取材対応する早坂会長（右）取材対応する早坂会長（右）

デンタルブックは
ここから

貴金属高騰で歯科医療機関経営に影

「Ｎスタ」が早坂会長を取材「Ｎスタ」が早坂会長を取材

国
際
情
勢
の
不
安
定
さ
や
円

安
、
イ
ン
フ
レ
な
ど
の
影
響

で
、
数
年
来
続
く
貴
金
属
高
騰

の
問
題
―
。
歯
科
鋳
造
用
金
銀

パ
ラ
ジ
ウ
ム
合
金
価
格
の
高
騰

な
ど
が
歯
科
医
療
機
関
に
与
え

る
影
響
は
、
か
な
り
大
き
い
。

そ
う
し
た
中
、
去
る
1
月
29

日
に
Ｔ
Ｂ
Ｓ
の
報
道
番

組
「
Ｎ
ス
タ
」
が
協
会

の
早
坂
美
都
会
長
を
取

材
し
、
同
日
の
オ
ン
エ

ア
で
歯
科
医
療
機
関
の

窮
状
を
伝
え
た
。
番
組

内
で
は
、
貴
金
属
の
高

騰
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な

業
種
へ
の
影
響
を
取
り

上
げ
、
特
に
歯
科
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
て
現
状

を
紹
介
し
た
。
そ
の
中

で
早
坂
会
長
は
、「
最

近
の
値
上
が
り
は
、
異

常
か
な
と
思
う
ぐ
ら

い
」
と
価
格
上
昇
が
歯

科
医
療
機
関
の
経
営
に
影
を
落

と
し
て
い
る
こ
と
を
訴
え

た
。
ま
た
、
一
般
的
に
は

‶

銀
歯
″
と
呼
ば
れ
る
補
綴

物
だ
が
、「
銀
」
だ
け
で
は
な

く
「
金
」
や
「
パ
ラ
ジ
ウ
ム
」

が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
も

触
れ
、
歯
科
医
療
機
関
へ
の

影
響
は
思
い
の
ほ
か
大
き
い

こ
と
を
伝
え
た
。

取
材
し
た
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

は
、
直
近
で
貴
金
属
の
高
騰
に

よ
り
歯
科
医
療
機
関
の
経
営
に

影
響
が
出
て
い
る
と
の
報
道
が

続
い
て
お
り
、
今
回
の
特
集
が

組
ま
れ
た
こ
と
を
説
明
。「〝
銀

歯
〟
に
は
、
銀
以
外
の
い
ろ
い

ろ
な
素
材
が
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
は
周
知
し
た
い
」
と
話
し

た
。

斉藤とも子氏

１
月
31
日
、
東
京
反
核
医
師

の
会
は
第
38
回
総
会
・
記
念
講

演
を
東
京
保
険
医
協
会
セ
ミ
ナ

ー
ル
ー
ム
で
開
催
し
、
代
表
委

員
の
矢
野
正
明
氏
（
当
協
会
理

事
）
が
参
加
し
た
。

冒
頭
、
東
友
会
の
家
島
昌
志

代
表
理
事
が
挨
拶
に
立
ち
、
東

京
反
核
医
師
の
会
が
被
ば
く
者

や
被
爆
二
世
の
健
康
保
持
・
相

談
事
業
に
協
力
し
て
い
る
こ
と

へ
の
謝
辞
を
述
べ
る
と
共
に
、

「
被
爆
体
験
の
継
承
に
共
に
取

り
組
ん
で
い
こ
う
」
と
呼
び
か

け
た
。

続
く
議
事
で
は
、
２
０
２
５

年
度
の
活
動
報
告
、
決
算
案
が

承
認
さ
れ
た
。
報
告
で
は
、
憲

法
大
集
会
や
原
水
爆
禁
止
世
界

大
会
へ
の
参
加
の
ほ
か
、
米
国

の
イ
ラ
ン
核
施
設
攻
撃
、
イ
ス

ラ
エ
ル
に
よ
る
ガ
ザ
攻
撃
に
対

す
る
抗
議
声
明
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
た
。
ま
た
、
26
年
度
活
動
計

画
案
と
し
て
、
広
島
で
の
原
水

爆
禁
止
世
界
大
会
や
全
国
反
核

医
師
の
つ
ど
い
へ
の
代
表
派
遣

な
ど
が
提
案
さ
れ
、
全
て
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

◆
斉
藤
と
も
子
氏
記
念
講
演

総
会
後
、「
被
ば
く
者
の
声

を
未
来
に
伝
え
る
た
め
に
」
と

題
し
、
俳
優
で
社
会
福
祉
士
の

斉
藤
と
も
子
氏
に
よ
る
記
念
講

演
が
行
わ
れ
た
。
斉
藤
氏
は
そ

の
中
で
、
12
歳
で
俳
優
デ
ビ
ュ

ー
し
た
も
の
の
、
役
柄
と
自
己

の
境
遇
と
の
乖
離
に
悩
み
、
33

歳
で
引
退
を
考
え
、
そ
の
際

「
人
の
役
に
立
ち
た
い
」
と
社

会
福
祉
士
を
目
指
し
て
大
学
へ

進
学
。
同
時
期
に
井
上
ひ
さ
し

氏
原
作
の
舞
台
『
父
と
暮
せ

ば
』
の
主
役
へ
の
依
頼
を
受
け

た
こ
と
が
、
広
島
を
訪
れ
る
契

機
と
な
っ
た
と
語
っ
た
。
そ
し

て
、
現
地
で
被
爆
者
と
交
流
を

深
め
る
中
で
、
原
爆
に
関
す
る

凄せ
い
さ
ん惨
な
体
験
談
を
聞
き
、「
被

爆
者
の
苦
し
み
に
比
べ
れ
ば
、

自
分
の
悩
み
は
ち
っ
ぽ
け
な
も

の
」
と
衝
撃
を
受
け
、
こ
こ
が

被
爆
者
に
寄
り
添
う
活
動
を
始

め
る
原
点
に
な
っ
た
と
し
た
。

さ
ら
に
、
長
年
被
爆
者
医
療
に

携
わ
っ
た
故
肥
田
舜
太
郎
医
師

の
ア
ド
バ
イ
ス
に
基
づ
く
、
福

島
第
一
原
発
事
故
後
の
被
災
者

支
援
、
現
在
も
続
く
裁
判
の
支

援
活
動
に
触
れ
た
。
発
災
当
時

小
学
生
で
現
在
は
25
歳
と
な
っ

た
女
性
の
訴
状
を
読
み
上

げ
、
会
場
全
体
が
深
い
沈
黙
に

包
ま
れ
た
。

最
後
に
、
被
ば
く
の
記
憶
を

風
化
さ
せ
ず
、
次
世
代
へ
語
り

継
ぐ
こ
と
の
重
要
性
を
強
調

し
、
講
演
を
締
め
く
く
っ
た
。

講
演
動
画
は
オ
ン
デ
マ
ン
ド

配
信
中
で
す
。
Ｑ
Ｒ
よ
り
ぜ
ひ

ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

東
京
反
核
医
師
の
会
総
会
・
記
念
講
演

「被
ば
く
者
の
声
を
未
来
へ
」

「被
ば
く
者
の
声
を
未
来
へ
」

第38回

記念講演動画
配信はここを

クリック

２
０
２
５
年
12
月
25
日
の
社

会
保
障
審
議
会
医
療
保
険
部
会

で
、Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
自
己
負

担
の
在
り
方
が
議
論
さ
れ
た
。

厚
生
労
働
省
側
は
、対
象
と
な

る
医
療
用
医
薬
品
と
し
て
77
成

分
の
リ
ス
ト
を
示
し
た
。歯
科

で
使
用
す
る
主
な
対
象
薬
品
に

つ
い
て
は
表
1
と
な
り
、一
部

の
軟
膏
や
消
炎
鎮
痛
剤
が
含
ま

れ
る
。

注
目
さ
れ
る
自
己
負
担
に
つ

い
て
は
、対
象
医
薬
品
の
薬
価

の
25
％
を
特
別
の
料
金
と
し
て

患
者
に
徴
収
す
る
案
が
示
さ
れ

て
い
る
。例
え
ば
、1
千
円
の
医

薬
品
を
３
割
負
担
の
患
者
に
処

方
す
る
場
合
、従
前
で
は
自
己

負
担
は
300
円
だ
が
、検
討
さ
れ

て
い
る
案
に
よ
れ
ば
、①
特
別

の
料
金
は
、1
千
円
×
25
％
＝

250
円
に
消
費
税（
25
円
）を
加
え

患
者
負
担
の
大
幅
引
き
上
げ

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の「
保
険
外
し
」

ロ
キ
ソ
ニ
ン
・
ブ
ル
フ
ェ
ン
な
ど

日
常
診
療
に
も
影
響
か

◆
医
療
の
質
を

　
確
保
で
き
る
の
か

先
日
の
衆
議
院
議
員
選
挙

は
、与
党
の
大
勝
に
終
わ
っ
た
。

現
在
開
催
さ
れ
て
い
る
通
常
国

会
で
は
、こ
れ
ら
の
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類

似
薬
の
取
り
扱
い
を
含
む
医
療

保
険
制
度
改
革
関
連
法
案
が
最

大
の
焦
点
に
な
る
。現
在
保
険

給
付
さ
れ
て
い
る
薬
剤
を
、特

別
な
料
金
と
し
て
保
険
か
ら
外

す
こ
と
は
、健
康
保
険
制
度
の

根
幹
に
も
か
か
わ
る
重
大
な
改

定
に
な
る
。当
協
会
が
実
施
し

た
政
党
ア
ン
ケ
ー
ト（
表
２
）に

対
し
、自
由
民
主
党
は「
配
慮
が

必
要
な
患
者
を
含
め
た
対
応
を

検
討
す
る
」と
回
答
し
た
。ま

た
、社
会
保
障
審
議
会
医
療
保

険
部
会
に
お
い
て
も
、小
児
な

ど
へ
の
配
慮
を
検
討
す
る
方
向

性
が
示
さ
れ
て
い
る
。02
年
に

健
保
法
が
改
定
さ
れ
た
際
、付

則
に「
将
来
に
わ
た
っ
て
７
割

の
給
付
を
維
持
す
る
」と
明
記

さ
れ
て
い
る
。そ
の
こ
と
も
踏
ま

え
、国
会
で
は
患
者
、国
民
の
声

を
十
分
に
聴
い
て
熟
議
を
尽
く

し
て
も
ら
い
た
い
。

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
見
直
し

は
社
会
保
険
料
の
負
担
軽
減
な

ど
を
目
的
と
し
て
い
る
が
、保

団
連
の
試
算
に
よ
れ
ば
保
険
料

の
軽
減
は
一
人
月
100
円
と
わ
ず

か
で
あ
る
。そ
の
わ
ず
か
な
軽
減

の
た
め
に
適
切
な
医
療
が
受
け

ら
れ
な
く
な
る
よ
う
で
あ
れ
ば

本
末
転
倒
で
あ
る
。患
者
へ
最

善
の
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
こ

そ
保
険
医
の
本
分
で
あ
り
、当

有効成分 ＯＴＣ類似薬
（ 医 療 用 医 薬 品 ）

ＯＴＣ医薬品

アシクロビル ゾビラックス軟膏 5％ ヘルペシアクリーム

ビダラビン アラセナＡ軟膏 アラセナＳ

トリアムシノロンアセトニド オルテクサー口腔用軟膏 0.1％ トラフル軟膏ＰＲＯクイック

イブプロフェン ブルフェン錠200 イブA錠EX

ロキソプロフェンナトリウム水和物 ロキソニン錠60㎎ ロキソニンＳ

表1：歯科に係る主なＯＴＣ類似薬

た
275
円
と
な
る
。②

残
り
の
750
円
に
健
康

保
険
の
３
割
負
担
が

か
か
る
た
め
、750
円

×
30
％
＝
225
円
が
健

康
保
険
の
一
部
負
担

金
と
な
る
。患
者
か

ら
は
①
の
特
別
の
料

金
と
②
の
一
部
負
担

金
の
合
計
500
円
を
窓

口
で
領
収
す
る
。こ

の
結
果
、自
己
負
担

割
合
は
５
割
と
な

る
。金
属
床
の
総
義

歯
の
保
険
外
併
用
療

養
費
と
同
様
の
手
法

で
あ
る
。

試
算
す
る
と
、２

割
負
担
の
患
者
で
は

４
割
負
担
に
、1
割

負
担
の
患
者
で
は
３

割
負
担
に
な
り
、相

当
な
引
き
上
げ
に
な

る
。負
担
引
き
上
げ

が
受
診
控
え
に
つ
な

が
り
、患
者
団
体
を

中
心
に
症
状
の
悪
化

な
ど
を
懸
念
す
る
声

が
上
が
っ
て
い
る
。

会派 回答

自由民主党 配慮が必要な方々への対応を含め、詳細は引
き続き検討する。

日本維新の会 回答無し

中道改革連合
患者団体等の意見聴取と尊重、詳細なデータ
収集・分析等を経て慎重かつ丁寧に検討すべ
き。

国民民主党
市販薬類似の医療用医薬品（いわゆるOTC
類似薬）について、公的医療保険の対象から
見直す。

日本共産党 自己負担は増やすべきではない。

協
会
は
医
療
提
供
体
制
を
脅
か

す
動
き
に
対
し
、今
後
も
是
正

を
強
く
求
め
て
い
く
。

表2：政党アンケート

アンケート詳細は
ここから

ＯＴＣ医薬品（一般用医薬品）と成分や効果がほぼ同じ医療用医薬品（例：ロキソニ
ン）の患者負担金が引き上げられようとしている。
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